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杉並区立教育機関は、２月１４日にISO14001の認証を取得しました。この認証取得は、みな
さんの学校、利用されている体育館や図書館などの教育施設での様々な活動を通じて、多くの
人の環境を守る気持ちが育っていくことをめざしています。これからも授業や行事、社会教育
の講座などで、環境について働きかけを行っていきます。
※ISO14001とは･･･環境マネジメントシステム国際規格。組織が自らの活動から生じる環境影響を、自主

的かつ継続的に改善していくための仕組みを定めた国際的な基準。

２～３面では、杉並区の教育施設の環境学習を特集しています。ぜひ、ご覧ください。

杉並区の教育機関には、ISO14001認証取得のステッカー
が貼られています。このステッカーを貼ることにより、
環境を守る心を育てる施設であることを地域の

みなさんに表明しています。

ISO14001登録書授与式を行います
ISO14001登録書の授与式を行い、学校や教育施

設から家庭、地域へと環境への意識を広げていくこ
とを宣言します。この機会に、より多くのみなさん
に杉並区立教育機関の環境への活動を知ってもらい
たいと思います。

日時：３月27日（木） 午後12時45分から
場所：阿佐ヶ谷中学校
授与式は、教育フォーラムの中で行います。
（教育フォーラムのお知らせは４面をご覧ください。）

杉並区立教育機関の環境方針
杉並区の教育施設が環境を守って行動
する、主な具体例を表しています。
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小・中学校や幼稚園、社会教育会館など

の人たちが様々な環境学習を行っています

ご覧ください。今後も教育委員会は、ＩＳ

教育施設、家庭での環境学習をすすめてい

済美小学校４年生

「自分の木」を
調べる・発信する・好きになる学習

済美小４年生は、総合的な学習の時間に木を題材にした

学習をしてきました。

子どもたちは、校庭の木のなかから「自分の木」を選び、

１学期はネイチャーゲームなどを通して木に親しみました。

２学期には木の実や葉を使って「自分の木」について調

べる活動をしました。カッターで実を切って見る子、イン

ターネットや図鑑で木の名前の由来を調べる子、みんな木

に愛着を持って学んでいる様子が伝わってきました。

そして３学期。「自分の木」について学年のみんなに発表

する「ポスターセッション」を行いました。「私のチャーム

ポイントは･･･」「ぼくは九州の南の国からやってきました。」

自分が木になった気持ちで、いきいきとス

ピーチする子どもたち。また、聞き手にな

った子どもたちも、活発に質問をしたり、

意見交換をしたりしました。

４年生の学習には、地域のサポーターの

方が力を貸してくれています。木を調べる

活動では、子どもたち一人ひとりにアドバ

イスをし、木についていっしょに調べてく

れました。また、済美の森のたくさんの落

ち葉を利用した堆肥づくりの指導もしてく

れています。保護者の方も協力して、みん

なで楽しく堆肥づくりに取り組んでいま

す。

学校・地域・家庭が一体となったこの学

習。子どもたちとともに、よりよい環境を

考えることにつながる活動となりました。

〈
自
分
の
木
の
短
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
〉

科学館では「環境問題最前線」と題して、
区民のみなさんを対象に、環境についての講
演を開催しました。

杉並第三小学校5年生は、「エコプロダクツ
2002」に参加し、東京ビックサイトにて自分
たちが環境について学んだことを、多くの
方々の前で発表しました。

中学校の先生たちの環境教育部では、環境
学習のノウハウを自主的に研究しています。
この日はペットボトルを利用したハーブや野
菜の挿し木づくりを行いました。

杉並区立教育機関は ISO 1

KidsISOの採点やワークブックの評価の仕方を学ぶ講座を開設します。５月中旬から全５回、区内２会場で、午前中に行う予定です。（講座当
日は託児の用意もあり）
問い合わせ先：社会教育センター　　3317－6621
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などを舞台に、大人から子どもまで多く

ます。環境を守る心を育てる取り組みを

ＩＳＯ14001認証取得を契機に、学校や

ていきます。

地域の方々からの提案

「ビオトープづくりをはじめませんか」

昨年の5～6月、「杉並の環境をよくする会」の方々が主催したビ

オトープに関する講座が行われました。この講座は、ビオトープ

についての疑問を解決するだけでなく、これからのビオトープづ

くりに関わる人たちの人材育成と関係づくりを目的としています。

全5回の講座では、他の自治体の公園管理をしているボランティ

ア団体の活動を見学したり、受講者みんなで「こんなビオトープ

がほしい」と題して、荻窪に建設予定の複合施設のビオトープの

案の作成をしたりと、今後の活動に活かせる学びを展開していき

ました。

4回目には、杉並区の職員や学校の先生をパネラーに迎え、区の

済美教育研究所　教育研究
先生たちによる環境教育の
在り方の研究

今年度、済美教育研究所の教育研究の一つ

として、学校の先生たちによる環境学習の在

り方の研究が行われました。

2月6日に行われた研究発表会では、「感じ

考え発信する環境教育の在り方」をテーマに、

9名の先生が授業を通して得た環境学習の指

導方法、これからの課題などを発表しました。

実践例として、KidsISO14000ｓを使ったエ

コプランの作成や、環境に気をつけた買い物

の仕方の体験や発信をあげ、子どもたちが実

感できる学習が紹介されました。

この研究は「出会い・実体験・発信」がポ

イントとなっています。地域の方々をはじめ、

環境保全に関わる人や教材との出会いをきっ

かけに、自ら自然や社会を知る実体験を重ね、

クラスの仲間や自分の家族などへ、環境への

関心や意欲を発信していく子どもの育成を研

究のねらいとしています。このような学習プ

ロセスの繰り返しこそが、子どもたちの行動

力を育てる学習となるのです。

研究発表会当日、沓掛小５年生を対象に

御蔵島
みくらじま

の自然に関する授業を行い、子どもた

ちの発言の中から、環境に対する興味の深さ

や自然保護への強い気持ちが十分伝わってき

ました。

環境への取り組みの現状をお聞きしました。パネラーのみなさん

は「地域の方々の協力が必要です。」と、環境においても区民参画

の視点の重要さを話してくれました。

後半は質問の時間が持たれ、「環境に関心がありますが、区や学

校とどのように関われますか？」など受講者の意欲あふれる質問

がたくさん飛び出しました。

区民自らが考えたビオトープについての原案は、提案書として

杉並区へ提出されました。

若杉小学校のビオトープ。子どもたちの環境
学習にも活用されています。

O 14001を認証取得しました

公立学校の学校給食優良学校として、杉並第六小学校が東京都教育委員会表彰を受賞しました。杉並第六小学校の日頃の給食の運営や指導、
積極的な活動の成果が認められての受賞となりました。
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教 育
フ ォ ー ラ ム

受章者及び団体 功　　績　　概　　要

光塩女子学院中等科１年
滝川　ゆず

光塩女子学院中等科３年
中島　マリア美知子

光塩女子学院中等科３年
新井　結

國學院大学久我山中学校３年
三留　さおり

杉並第三小学校６年
土戸　すみれ

杉並第十小学校３年
恩田　明未

桃井第二小学校５年
横田　哲平

桃井第二小学校６年
牛田　浩太郎

高井戸小学校５年
宇野　將至

高井戸小学校５年
久保　花織

四宮小学校６年
川崎 基資

浜田山小学校５年
田中　耕太郎

第46回全国学芸科学コンクール作文部門金賞
文部科学大臣奨励賞

第46回全国学芸科学コンクール読書感想文部門銀賞
旺文社赤尾好夫記念賞

第９回「朝日・新聞スクラップコンクール」
審査員特別賞

第26回毎日全国学生書写書道展優秀特選
書写検準大賞

SAM世界ニューヨーク大会ジュニア部門
優勝

平成14年度歯の衛生週間標語コンクール
代表賞

「城の自由研究」コンテスト
優秀賞

第41回かんぽ作文コンクール
東京都知事賞

第41回かんぽ作文コンクール
東京郵政局長賞

第41回かんぽ作文コンクール
東京郵政局長賞

Kids ISO14000ｓプログラム
東京都知事賞

第６回図書館を使った“調べる”学習賞コンクール
学校部門　優秀賞・審査員特別賞

大宮中学校３年
伊藤　恵詞

大宮中学校３年
田中　耕太郎

阿佐ヶ谷中学校１年
上野　星矢

井荻中学校３年
石原　加奈子

宮前中学校２年
岡野　のぞみ

高井戸中学校２年
中塚　寿昌

高井戸中学校２年
浅野　理沙

東原中学校１年
勝木　洋臣

東原中学校
放送部

第６回図書館を使った“調べる”学習賞コンクール
学校部門　優秀賞

杉並区の自然環境保全への尽力
緑・花文化の知識認定試験　
最年少特級認定者（平成13・14年度）など

第56回全日本学生音楽コンクール
奨励賞

第19回伝統的工芸品月間図画・作文コンクール
関東経済産業局長賞（関東コンクール）
全国都道府県教育委員会連合会会長賞

第７回全国中学校技術・家庭科生徒作品コンクール
全国市町村教育委員会連合会会長賞

第11回“明日のTOKYO”作文コンクール
入選

第48回青少年読書感想文全国コンクール
毎日新聞社賞

第40回中学生作文コンクール
地方別生命保険文化センター賞　１等

第19回NHK杯全国中学校放送コンテスト
テレビ番組部門優秀賞

受章者及び団体 功　　績　　概　　要

受章者及び団体 功　　績　　概　　要

東京女子大学
青木　みあ

國學院大學久我山高等学校
安西　信昌

日本大学第二高等学校水泳部
内山　真理子

杉並区太極拳連盟
下山　和久

第75回日本学生氷上競技選手権大会
（フィギュアスケート）

JOC杯全日本ジュニアレスリング大会

第57回国民体育大会
（水泳　飛込）

第19回全日本武術太極拳選手権大会

杉並区柔道会
早田　英美

東京女子大学
田島　聖子

杉並区トライアスロン連合
中野　昭二

平成14年度全国女子柔道体重別選手権大会

2002年度日本学生オリエンテーリング選手権ショート
ディスタンス競技大会

2002ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権中国大会

１月中旬、西宮中学校の先生や職員17

名と教育委員５名が、教育が抱える問題

や課題について自由に語り合いました。

教育委員は、今までも学校訪問などを

通して教育現場への理解を深めてきまし

たが、現場の先生たちとのこのような懇

談は、今回が初めてです。

まずは、学校の１年間の活動について、

先生から説明がありました。西宮中では、

今年度から本格実施となった総合的な学

習の時間に国際理解教育や職業体験など

を取り入れ、生徒たちの生きる力を育ん

でいます。

学校週５日制に伴う授業時間の減少に

よる影響や、生徒たちの進学や家庭につ

いて教育委員から先生たちへ質問が出ま

した。先生たちは、学校の体制や生徒の

反応など、日々学校で感じていることを

率直に語り、それに対して教育委員も意

見を出し、活発な議論が行われました。

また、二学期制や中高一貫教育につい

ても意見交換があり、今後、このような

課題を検討する際の参考意見も聞かれま

した。

「今度はテーマをしぼって話がしたい。」

「会のなかで、具体的な話ができてよか

った。」教育委員との懇談後の西宮中の

先生や職員の感想です。

今後も、教育委員は教育現場に足を運び、

みなさんの意見に耳を傾けていきます。

学校との意見交換を行いました

教育委員と語る会
「地域の力と学校の力で子どもたちに豊かな教育を」
～「学びの動機付け」子どもの意欲を引き出すために～

地域と協動した「総合的な学習の時間」の事例をもと
に、「学校」が地域・NPO・企業の力を活用し、効果的
に教育実践を展開していくための方策について考えてい
くフォーラムを開催します。先生も学校を応援しようと
考えている方もぜひ、足を運んでください。魅力的な総
合学習のための手がかりがきっと見つかります。

○松本市立山辺中学校から～「山辺ドリーム大学」の実践～
地域住民がまちぐるみで総合学習を支えた「山辺ドリ
ーム大学」の感動の秘話

○パネルディスカッション
「今何ができるか」･･･ユニークな学校支援者と現場教
員が織り成す熱きメッセージ

○ワークショップ・展示・体験
環境、福祉、情報、文化など切り口は様々。企業や
NPOの授業支援プログラムは必見

日時：3月27日(木) 午後12時～4時30分　
場所：阿佐ヶ谷中学校　　　　　　　　　　　　　
主催：東京都教育委員会　　　　　　　　　　　　
共催：杉並区教育委員会　　　　　　　　　　　　
後援：杉並区教育研究会　杉並区中学校教育研究会
問い合わせ先：庶務課

先生必見！総合学習のヒント満載!！

（敬称略）

（敬称略）

杉並区の幼稚園、小・中学校、養護学校の児童・生徒の文化活動に関する
優秀な成績をたたえ、顕彰しています。

全国・関東大会・東京都の体育大会などにおいて優秀な成績を収めた方々
に対し、その栄誉を顕彰しています。

今年度のスポーツ栄誉顕彰と文化栄誉
3月17日には、両受賞者の活躍
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そ
れ
ま
で
わ
が
子
の
学
校
に
し
か
行
っ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
わ
た
し
が
、
教
育
委
員
と
な
っ
て
か
ら
た

く
さ
ん
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
う
か
が
う

機
会
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
芸
会
、
運
動

会
、
公
開
授
業
や
研
究
発
表
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
に
は
独
特
の
個
性
と
特
有
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
で
も
ど
こ
へ
う
か
が
っ
て
も
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
先
生
の
お
話
を
聞
く
姿
や
校
庭
を
走
る
元
気
な

子
ど
も
た
ち
は
変
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
た
ち
や
保

護
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、
教
職
員
の
努
力
、
そ

し
て
な
に
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
「
こ
こ
が
わ
た
し

た
ち
の
大
好
き
な
大
切
な
学
校
」
と
い
う
思
い
が
創

り
出
す
大
き
く
て
暖
か
い
力
を
感
じ
ま
す
。

幼
稚
園
、
学
校
は
学
ぶ
だ
け
の
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
家
族
以
外
と
接
す
る
は
じ
め

て
の
外
の
社
会
で
す
。
そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
秩
序

や
決
ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
自
己
を
発
揮
す
る

こ
と
や
自
分
と
は
違
う
価
値
観
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、
も
の
ご
と
の
善
悪
の
区
別

や
自
分
の
未
来
、
人
生
を
切
り
拓
く
力
を
育
ん
で
ゆ

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
心
に
悲
し
み
や
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
学
校
は

そ
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
新
し
い
夢
を
見
つ
け
ら
れ

る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

文
部
科
学
省
が
打
ち
出
し
た
「
ゆ
と
り
の
教
育
」

と
は
そ
う
し
た
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
力
を
学
ぶ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

子
ど
も
た
ち
が
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
学
校

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
持
て
る
力
を
充
分
に
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
輝
く
こ
と
の
で
き
る
場
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
学
校
が
魅
力
的
で
、
先
生

と
保
護
者
が
信
頼
し
あ
い
、
地
域
の
方
が
た
か
ら
も

愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
家
庭
も
子
ど

も
の
教
育
を
学
校
だ
け
に
任
せ
な
い
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

家
庭
の
教
育
力
が
下
が
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
家
庭
に
お
い
て
は
子
ど
も
が
親
と
子
、
世

代
を
越
え
た
人
間
関
係
な
ど
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
を
通
し
て
見
え
る
も
の
の
奥
に
隠
れ
て
い
る

今
は
見
え
な
い
も
の
を
探
り
な
が
ら
親
も
と
も
に
学

び
、
と
も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
ゆ
く

時
代
の
中
で
、
教
育
に
対
す
る
考
え
方
も
大
き
く
動

い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
関
心
を
持
っ
て
変
わ
ら
ぬ
真

理
と
本
当
に
重
要
な
こ
と
を
見
抜
き
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
て
選
ぶ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
教
育
委
員
か
ら
の
発
信
」
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
郵
送
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
付
け
ま
す
。

送
付
先

〒
１
６
６
―
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７
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杉
並
区
阿
佐
谷
南
１
―
15
―
１

杉
並
区
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
　
「
教
育
委
員
へ
の
意
見
」
あ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.suginam

i.tokyo.jp/

教
　
育
　
委
　
員
　
　
　
安

本

や

す

も

と

ゆ

み

杉並区アーチェリー協会
前田　弘毅

第23回全日本社会人フィールドアーチェリー選手権大会

受章者及び団体 功　　績　　概　　要

受章者及び団体 功　　績　　概　　要

江副　恵太

杉並区身体障害者協会
川上　昭夫

筑波大学附属聾学校高等部
菊永　ふみ

佼成学園高等学校
木村　潤平

第２回全国障害者スポーツ大会
（陸上）

第２回全国障害者スポーツ大会
（陸上）

第２回全国障害者スポーツ大会
（陸上）

第２回全国障害者スポーツ大会
（水泳）

杉並区身体障害者協会
佃　総一郎

國學院大學久我山高等学校
佐藤　善和

杉並区ソフトテニス連盟
岡沢　正子

杉並区パドルテニス協会
柵山　龍男

國學院大學久我山中学校
中嶋　基大

井草中学校
引間　文佳

杉並区柔道会
久田　さやか

文化女子大学附属杉並中学校
井上　朋美

ジャパンマスターズ2002
（水泳）

杉並区水泳連盟
松本　琴江

第２回全国障害者スポーツ大会
（水泳）

全国高等学校剣道大会東京都予選

平成14年度東京選手権大会
（ソフトテニス）

平成14年度都民スポレクふれあい大会第１回東京都パ
ドルテニス大会

平成14年度東京都ダブルス選手権大会
（バドミントン）

第45回東京私立中学校・高等学校対抗
陸上競技選手権大会

平成14年度東京都中学校新体操学年別新人大会

平成14年度全国高等学校剣道大会東京都予選

國學院大學久我山中学校
ラグビー部

國學院大学久我山高等学校
ラグビー部

久我山イーグルススポーツ少年
団

杉並ジャイアンツ

平成14年度東京都中学校秋季ラグビーフットボール大
会

第82回全国高等学校ラグビーフットボール大会
東京都予選

平成14年度東京都スポーツ少年団大会
（軟式野球）

平成14年度東京都スポーツ少年団大会
（軟式野球）

東京立正高等学校水泳部 平成14年度東京都高等学校春季水泳競技大会

東京立正中学校水泳部
平成14年度全国中学校水泳競技大会
（女子400ｍメドレーリレー）

第55回東京都中学校卓球選手権大会

平成14年度関東高等学校体育大会
第50回関東高等学校柔道大会

文化女子大学附属杉並高等学校
山本　織絵

東京立正中学校水泳部

東京立正中学校ソフトボール部

文化女子大学附属杉並高等学校
ソフトテニス部

文化女子大学附属杉並高等学校
ハンドボール部

文化女子大学附属杉並中学校
卓球部

文化女子大学附属杉並高等学校
弓道部

平成14年度全国中学校水泳競技大会
（女子400ｍリレー）

平成14年度全国中学校体育大会第24回全国中学校ソフ
トボール大会

第36回全日本私立高等学校選抜ソフトテニス大会

平成14年度関東高等学校ハンドボール大会
兼第48回関東高等学校ハンドボール選手権大会

第30回関東中学校卓球大会

平成14年度東京都高等学校総合体育大会
（弓道）

文化女子大学附属杉並高等学校
弓道部

平成14年度弓道新人大会

和田中学校野球部 平成14年度第55回東京都中学校野球春季大会

第39回全国大学選手権大会早稲田大学ラグビー蹴球部

ペプシカップ第22回全日本バレーボール小学生大会東京杉一クラブ

第81回全国高校サッカー選手権大会東京都大会

日大二クラブ 平成14年度第19回全日本少年軟式野球東京都大会

國學院大學久我山高等学校
サッカー部

國學院大學久我山中学校
岡　なつき

第26回関東中学校水泳競技大会

化栄誉顕彰の受賞者が決定しました。
活躍を表彰する式典を行います。

杉並区バドミントン連盟
武田　享
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平成15年度学校給食調理業務の民間実施校が決定しました。現在、小学校３校、中学校４校の計７校で実施している調理業務の民間委託を、平成15年４月
新たな実施校：杉並第十小学校、東田小学校、桃井第四小学校、浜田山小学校、高南中学校、阿佐ヶ谷中学校、向陽中学校

－　－ 平成15年3月14日6

わたし
たちの

わたし
たちの

パートⅠ

パートⅡ

桃井第三小学校養護教諭　白石
しらいし

節子
せ つ こ

先生白石先生は、一人一人を大切にした保健教育や不登校児へのきめ細
やかな対応が評価され、教育表彰を受賞されました。先生の日常の活
動や学校における健康教育についてお聞きしました。

「間違ってもいいんだよ。」坂元先生は必ず、子どもたちに答えを求めると

きにこう言います。授業のなかで子どものつまづきに気づくなど、一人一

人への目配りを大切にし、基礎・基本の学力を確実に身につけさせること

をめざしています。

○「算数って楽しい」の気持ちを育む

この日の授業は３年生の「重さ」。子どもたちは初めてはかりを使い、重

さを体験しました。「はかりで量る前に、自分で重さ

を予想してみよう。」坂元先生は、このように実感を

大事にした学習を心掛けています。

「算数が大好き！」授業後、３年生の子どもたち

は元気に答えてくれました。その理由に、いろいろ

な事を自分たちで実践できる授業だから、わからな

い事は先生が丁寧に教えてくれるからという声があ

りました。

自分で考えて解いた喜びを実感させる、問題を解

決するための考え方をじっくり指導する、こういっ

た坂元先生の指導が子どもたちの算数への意欲を高

めています。

馬橋小学校　坂元
さかもと

良博
よしひろ

先生

坂元先生は、少人数指導やティームティーチングの授業を通じて、
算数の楽しさを子どもたちに広めています。また、平成13、14年度
の算数科の研究奨励校の研究を中心となってすすめ、子どもたちがよ
り理解を深められるよう教材研究を重ねてきました。今回、教育表彰
を受賞された坂元良博先生を紹介します。

○手当て＝手を当てること

白石先生の主な仕事は、子どもたちのけがや病気

の応急処置や健康診断をはじめ、総合的な学習の時

間や保健学習に担任の先生といっしょにティームテ

ィーチングで授業を行ったり、子どもたちの心や体

の相談に応じたりすることです。

この日も休み時間になると、たくさんの子どもたちが

保健室に集まってきます。「先生、おでこ触って。」「ど

れどれ。」白石先生はおでこに手を当てて、「大丈夫。い

いおでこしてるね。」とその子を撫でてあげました。

子どもたちは「大丈夫。」と言ってもらったり、体に触れてもらうことで

安心すると先生は言います。具合の悪い箇所に手を当てること、それが手

当てなのです。

○子どもの元気の素である家庭へのサポート

同じ悩みを抱えている親同士が意見交換できる機

会があればと、以前から保護者の要望があり、平日

は忙しい方でも土曜日なら相談に立ち寄れるか

も･･･という思いから、白石先生は、毎月第一土曜

日に「養生ルーム」と名づけ、保健室を開いていま

す。

子どもたちが心も体も元気でいられるよう、保

護者にも元気になってもらいたい、それが白石先

生の願いです。

「校長先生をはじめ、みなさんの理解と協力があるので、多様な保健活

動ができます。」と白石先生。桃三小では、白石先生を中心に子どもの健康

教育をし、保護者とともに子どもの心と体の健康アップを実践しています。

○基礎的・基本的な学力の定着をめざして

坂元先生は３～６年生の算数の少人数の授業に入

り、指導をしています。馬橋小の少人数指導は、ク

ラスを半分に分けて行う等質編成、子どもたちが自

分の関心に合わせてコースを選ぶ関心意欲別編成、

「じっくり」「ゆっくり」「チャレンジ」と理解度に合

わせ先生と子どもが相談してコースを選択する習熟

度別編成があります。

少人数指導の良いところは、子どもたちの発表の

機会、手を挙げる回数が増えることやわからない部

分をゆっくり先生に聞くことができる点です。

この度、和田小学校の5・6年生は毎日新聞の協力を得て、昨年アフガニ

スタンへ訪問し、現地で様々な体験をされた女優の藤原紀香さんからお話

を伺うことになりました。

自分が生まれ育った地で起こった阪神・淡路大震災をきっかけに命の大

切さを再確認した藤原さん。アフガニスタンでたくさんの争いごとが起こ

っていることを知り、「自分に何かできることはないか？」と考えたそうで

す。そして、昨年７月、数名のスタッフとともに現地へ旅立ちました。今

回そこで出会った子どもたちの生活の様子を伝えてくれました。アフガニ

スタンの子どもたちは、家庭の事情などで約２割しか学校に通うことはで

和田小学校　
藤原紀香さん迎えて
アフガニスタンについて学ぶ

お話を聞く子どもたちの真剣なまなざし。藤原さんも話しに熱が入ります。



東 原 中 学 校 教 諭
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４月から新たに７校を加え、計14校で実施します。

きないそうです。そんな厳しい生活の中でも、夢や希望をもって勉

強に励む子どもたちの姿に、藤原さんは大きな感動を覚えました。

アフガニスタンには、今でもたくさんの地雷が埋まっています。

藤原さんは、自ら撮った、地雷で片足を失った子どもの写真を見せ、

地雷による被害をみんなに訴えました。

藤原さんのお話を聞いて、子どもたちはたくさんのことを考え、

そして質問しました。「アフガニスタンへ行って、よかったと思う

ことは何ですか？」「アフガニスタンのことを思い出すことはあり

ますか？」藤原さんは質問した子の目を見ながら、丁寧に答えてく

れました。

「平和はみんなでつくるもの」藤原さんが和田小のみんなに送っ

たメッセージです。子どもたちは、友だちを大事にする、人に親切

にするなど、自分でもできることをやってみることが、平和をつく

る第一歩なのだと藤原さんのお話から学ぶことができました。

高千穂幼稚園の事件以来学校内の安全管理の徹底に特に尽力し
た。子どもたちの心と体の安全を一に願って地道に努力している
姿は、後輩の教師の模範となり日々の穏やかな学校運営に大きく
貢献している。

少人数指導者として、3年生以上の全学級で算数の授業に関わり、
算数のおもしろさを子どもたちに広め、若い教師への指導も積極
的に行い、信頼もあつい。全国算数教育研究発表会では坂元教諭
の授業は教材の工夫、楽しさのある授業として、高く評価された。
13、14年度研究奨励校の研究推進委員長としての重責を果たした。

東原に着任（平成9年）以来、部活動指導に精励し、放送部は、
東京都中学校放送コンテスト、NHK杯全国中学校放送コンテストに
おいて毎年優勝・準優勝等を受賞している。衰退気味といわれてい
る部活動を子どもたちとともに活性化させている功績は大きい。

生活習慣病に対する予防指導、保健室登校児や不登校児に対し
ての個に応じた学習指導を積極的に行い、多くの成果をあげてい
る。子どもだけでなく、親とゆっくり話す心と体の「養生ルーム」
を開設し、保護者から大変喜ばれている。

着任（平成8年）してすぐ「児童の給食委員会」を設立。子ど
もたちと積極的に関わり、担任・専科の教師とも連携しながら味
噌作り・豆腐作り・うどん作りなど総合的学習の指導・助言を行
った。栄養職員研修等の講師としても尽力し、学校給食の改善・
充実のために貢献している。

所属学校名 氏　　　名 功　　績　　内　　容

学　　　　校　　　　名 功　　績　　内　　容

杉 並 第 二 小 学 校 教 諭 阿　部　昭　子

坂　元　良　博

香　取　武　雄

白　石　節　子

上　野　泰　雄

馬 橋 小 学 校 教 諭

桃井第三小学校養護教諭

松 庵 小 学 校 栄 養 士

和 　 田 　 小 　 学 　 校

平成12、13、14年度文部科学省の科学技術・理科教育総合推進
事業の実践協力校に指定された。子どもたちの理科離れが危惧さ
れる中、和田小学校の取り組みは科学技術・理科教育の推進に成
果をあげた。

あ　　 べ　　あき　　こ

さか　 もと　　よし　ひろ

か　　とり　 たけ　　お

しら　 いし　せつ　　こ

うえ　　の　　やす　　お

杉並区教育委員会は、優れた教育活動、研究などを行った先生や学校の職員を対象とした教育表彰を行っています。
２月１３日、授業や児童・生徒に対する指導、部活動などの場面で、工夫ある取り組みを行った先生、職員５名と学校
１校を表彰しました。受賞者（校）とその功績は一覧をご覧ください。

教育表彰を受賞された（左から）杉並第二小学校　阿部　昭子先生、東原中学校　香取　武雄先生、松庵小学校　栄養士　上野泰雄さん

写真：毎日新聞社提供

藤原さんのこころ

からのメッセージ

です。



時間・内容

映　画
10:20～10:50

プラネタリウム
11:00～12:00

映　画
13:15～13:30

科学実験
ジュニアコース
チャレンジコース
13:40～15:00

プラネタリウム
15:15～16:15

分 類 名 称 所　在　地

すぎなみ 教　育　報 （第168号）

中央図書館では、「阿佐ヶ谷文士村展　井伏鱒二」を開催しています。名作「黒い雨」の世界や、人気のある
「ドリトル先生」シリーズの秘められた挿話などの紹介もしています。
日時：２月１日（土）～４月30日（水）場所：中央図書館地下１階ホール　問い合わせ先：中央図書館　3391－5754

－　－ 平成15年3月14日8

1
古紙配合率100％再生紙を使用しています。

板 絵 着 色 製 茶 図 上荻４－19－２　　　　　荻窪八幡神社

宗 源 寺 開 基 碑 下高井戸４－２－３　　　　　　宗源寺

高円寺南一丁目（旧中山谷）
所 在 民 間 信 仰 石 造 物

有 形 民 俗
文化財（信仰）

有 形 文 化 財
（歴 史 資 料）

有 形 民 俗
文化財（信仰）

高円寺南１－11
高円寺南１－16－19 高円寺天祖神社

指
定

登
録

この絵馬は、当

時の茶作りの道具

や作業風景を描い

た絵として貴重な

ものであると同時

に、杉並地域でも

お茶作りが行われ

ていたことを記録

した珍しいもので

す。

茶作りの絵馬

荻窪八幡神社に伝わるこの絵馬は「板絵着色製茶図」といって、

明治15年に良いお茶の収穫を祈願して奉納されたものです。お茶作

りの作業の様子が描かれており、左側では三人が「ほいろ」という

道具の上でお茶の葉を揉んで乾かす作業を行っており、右下の人は

仕上げの作業をしています。

この絵馬がつくられた明治時代の初めには、当時の東京府がお茶

の生産を奨励していたこともあって、杉並地域でもお茶を作るのが

盛んになりました。しかし、東京市に出荷する野菜の量が増えるに

つれて、作るのに手間や費用がかかる茶作りは敬遠されるようにな

り、明治末年頃にはあまり行われなくなりました。

平成14年度の指定・登録文化財をご紹介します。

※①各プログラムの定員は、映画220名、プラネタリウム140名、科学実験35～40名。科学実験は午後0時50分から
整理券を発行します。 ②科学実験の、ジュニアコースは5歳以上から小学校低学年、チャレンジコースは小学校
高学年以上です。 ③プラネタリウム番組は5歳以上が対象です。
土曜科学講座（大人向）定員30名
3月29日（土）午後1時～2時「岩石から読み解く、地球内部の熱循環」

午後2時10分～3時10分「熱輸送の物理　～地球温暖化～の正しい理解のために」

サイエンスウィーク（春の一般公開） 会場：科学館

３月26日（水） ３月27日（木） ３月28日（金） ３月29日（土）

昆虫記の世界

“太　　陽”～その素顔を見る～

“太　　陽”～その素顔を見る～

蜜蜂の行動をさぐる
小川で見つけた

メダカやゲンゴロウたち 食べ物の旅

さくらの四季 木は生きている 花粉のはたらき モンシロチョウの観察

火　　虫 バランスあそび 空気のふしぎ 空気砲

ガラスづくり スライム 顕微鏡でみてみよう いろいろな翼

【主な案件】

◎は審議・○は報告事項
◎名誉所長等の称号に関する規則
◎杉並区立科学館名誉館長の称号の贈呈について
◎杉並区立教育機関環境マネジメントシステム
規程の一部を改正する規程
◎教育財産の用途廃止について
○中学校心身障害学級の新設について
○常設展・阿佐ヶ谷文士村展の開催について
○杉並区社会教育委員の選考基準の改正について

【教育委員会開催状況】

定例会　　 4回
臨時会　　 1回
議　案　　 16件
報告事項 19件
教育委員と語る会 1回

（西宮中学校）

教育委員会の動き
平成14年12月～15年2月

【サイエンスウィーク】
プラネタリウムの投映や科学実験の体験などを楽しむことができます。

【子ども向け企画展　道具からみる　ちょっと昔のくらし】
小学生のみんなは見たことないかもしれないけど、

みんなのお父さんやお母さん、おじいさんやおばあ

さんが見ると、思わず「あー、なつかしい！」と言

ってしまう道具、そんなちょっと昔の道具を中心に、

小学生のみんなにもわかりやすく紹介します。また、

下記の行事も行いますので、ぜひご参加ください。

・「着物のあれこれ―お話と着付け体験―」

日時：３月30日（日）午後１時30分～４時30分

対象：区内在住在学の小学生とその保護者

※くわしくは広報すぎなみ2月11日号をご覧ください。

・「古民家の一日」古民家に一泊してみませんか。

日時：4月26日（土）午後1時～4月27日（日）午前11時

※くわしくは広報すぎなみ3月11日号をご覧ください。

問い合わせ先：郷土博物館　　　3317-0841

【ロボット杉並21】
ロボット・コンテストでは、「自律型ロボット」で

タイムを競う規定競技、演技を競う自由演技を行い

ます。また、当日はロボット絵画コンテストと題し

て、小・中学生が描いた作品の展示や、ラジコンで

ロボットの操作を体験するコーナーも開設します。

日時：３月21日（祝）、22日（土）

午前9時～午後5時

会場：科学館

「ロボット杉並21」」サイエンスウィーク」について

の問い合わせ先：科学館　　3396－4391

郷
土
博
物
館

科
学
館

この春、科学館、郷土博物館ではみなさんが楽しめるイベントをたくさん用意しています。
科学館ではサイエンスウィーク、ロボット杉並21を、郷土博物館では子ども向け企画展を開催します。
お休みの日などに、ご家族や友だちといっしょに足を運んでみませんか？


